Meijiki nihon to "Kokugo" gainen no kakuritsu: Bungakusha no gensetsu o megutte by 増田  周子
明治期日本と〈国語〉概念の確立──文学者の言説
をめぐって






その他のタイトル Meijiki nihon to "Kokugo" gainen no kakuritsu:




























































　さらに明治 33 年 4 月、国字改良の世論に応えて文部省が 8 名の国語調査委員を創設し
た際、その委員長を委嘱された前島が、雑誌『太陽』の記者の要求で、明治 33 年 5 月号
に寄せた「国語調査の意見」において、同建白書の枢要な部分を公表したことによって、
一般の知るところとなったのである。すなわち多くの方々が、漢字問題や、言文一致につ
1　 町泉寿郎は、「新資料による前島密の漢字廃止建白書の再検討」（『文学・語学』第 190 号、平成 20 年）









　一方、明治 2 年 7 月 2 日、政府は大学校を設立。明治 2 年 9 月 2 日、政府大学校設立計

























力」となっているのであった。明治 4 年の『新聞雑誌』第 8 号には、「今般大学を廃セラ
レ文部省ヲ置レタリ」として、「東京府中皇漢学私塾并生徒ノ数」が記されている。東京





2　 斯文会編『日本漢学年表』大修館書店、昭和 52 年 7 月、参照。





























「日本新字」を使用することを提案する。「日本新字」は全部で 24 文字だが、4 種類の点











4　 福沢諭吉『第一文字之教』『第二文字之教』明治 6 年 11 月、福沢氏蔵版。
5　 西周「洋字ヲ以テ国語ヲ書スルノ論」『明六雑誌』明治 7 年 3 月。







































7　 坪内逍遥「新文壇の二大問題」『早稲田文学』明治 28 年 4 月。
8　 『読売新聞付録』明治 19 年 11 月 23 日。
9　 北村透谷「当世文学の潮模様」『女学雑誌』明治 23 年 1 月号。







































































　第 1 節で述べたように、国字問題については様々な議論があった。また、第 2、第 3 節
では、明治中期の〈国語〉概念確立の動きをとりあげた。本節では、明治 30 年代におけ
る明治政府の〈国語〉概念に対する取り組みを記してみる。










　国語学者の上田万年は、明治 23 年から 4 年間、言語学研究のため、主にドイツとフラ

































と）も表音化するという「国語仮名遣改定案ノ修正案」（明治 38 年 12 月）が作成される。
ただ、仮名遣いの表音化に反対する動きもおこった。そこで、文部省は改定案の実施を 1




















ないまま、明治 41 年 9 月 7 日に文部省は突然改定案を撤回した。第二期国定教科書は旧
来の歴史的仮名遣いに戻り、棒引きという表記方法も姿を消す。さらには、習得漢字を



















































17　 二葉亭四迷『世界語』彩雲閣、明治 39 年 7 月。
18　 二葉亭四迷「エスペラントの話」、『現代日本文學大系 1　政治小説　坪内逍遙・二葉亭四迷集』筑摩
書房、昭和 46 年 2 月所収。






















































21　 芥川龍之介「漢文漢詩の面白味」『文章倶楽部』大正 9 年 1 月。
22　 山本正秀『近代文体発生の史的研究』岩波書店、昭和 40 年 7 月。
